
次
号
は
９
月
１０
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

津
軽
三
味
線

姉
弟
弟
子
競
演

本
紙
読
者
３
組
６
人
に
招
待
券
を

                     

                     

                                          

Ｓ
Ｌ
下
工
弁
慶
号
模
型

出
発
進
行

瀬
古
学
区
夏
祭
り
で
盛
り
上
げ
に
一
役

家
庭
で
「防
災
会
議
」開
き
ま
せ
ん
か

                     

                     

飲
酒
運
転
撲
滅
を
目
指
し
て

区
食
品
衛
生
協
会
が
啓
発
に
協
力

                     

                     

鬼
ま
ん
じ
ゅ
う
が
で
き
た
よ
�

子
ど
も
ら
「な
ご
や
の
お
菓
子
作
り
」

                     

「防災の日」を前に区役所と消防署に話を聞く

                     

                     

　
▽
蜂
須
賀
昭
宣
さ
ん
＝
瀬

古
東
一
＝
の
投
稿
写
真
㊨

　
庭
の
水
が
め
で
栽
培
し
て

い
る
白
色
花
の
ハ
ス
が
咲
き

ま
し
た
。
一
本
目
は
実
と
な

り
、
他
二
本
が
見
頃
だ
っ
た

の
で
撮
っ
て
み
ま
し
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
▽
奥
村
勝
志
さ
ん
＝
森
孝

二
＝
の
投
稿
写
真
㊧

　
こ
と
し
の
セ
ミ
は
車
好
き

!?
―
。
一
カ
月
ぶ
り
に
車
に

乗
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
な
ん

だ
こ
り
ゃ
�
タ
イ
ヤ
で
三
匹

も
脱
皮
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
あ
な

た
が
日
常
生
活
で
と
ら
え
た

〝
身
近
な
ス
ク
ー
プ
〟
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
の
場
合
は
写

真
ほ
か
、
別
紙
に
①
住
所
②

氏
名
（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ

ン
ネ
ー
ム
も
）
③
電
話
番
号

④
写
真
の
説
明
や
コ
メ
ン
ト

な
ど
を
明
記
し
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂
町
三

五
二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー

ス
「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名

に
「
紙
上
写
真
展
」
、
本
文

に
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー
タ

を
添
付
し
て
＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ

ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

＝

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

飲酒運転をしないで…イオン
守山店での街頭キャンペーン

し
っ
か
り
混
ぜ
て
ね
…
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
鬼
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り

瀬古小校庭を走る２分の１スケールの
「下工弁慶号」（機関士は奥田さん）

　
こ
と
し
四
月
十
四
日
と
十
六
日
の
二
回
、
気
象
庁
の
震
度
階

級
で
は
最
も
大
き
い
震
度
７
の
揺
れ
が
発
生
す
る
な
ど
、
熊
本

県
や
大
分
県
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
熊
本
地

震
」
。
東
海
地
方
で
も
大
規
模
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
九
月
一
日
「
防
災
の
日
」
を
前
に
、
取
り
組
む
べ
き
こ
と

と
い
っ
た
話
を
守
山
区
役
所
と
守
山
消
防
署
に
聞
い
た
。

　
名
古
屋
市
が
公
表
し
て
い
る

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
想
定

で
は
、
市
内
は
最
大
で
震
度

７
、
死
者
数
は
六
千
七
百
人
に

上
り
ま
す
。
守
山
区
で
も
震
度

６
強
の
揺
れ
、
建
物
倒
壊
や
火

災
な
ど
に
よ
る
大
き
な
被
害
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
頃

か
ら
家
庭
で
対
策
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
減
災
（
被
害

を
最
小
限
に
）
が
可
能
で
す
。

　
過
去
の
地
震
で
は
、
家
が
倒

壊
し
な
く
て
も
倒
れ
て
き
た
家

具
の
下
敷
き
に
な
っ
た
り
、
割

れ
た
ガ
ラ
ス
で
け
が
を
し
た
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
家
の

耐
震
補
強
と
合
わ
せ
、
家
具
の

固
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
寝
室
に
は
家
具
類
を

置
か
な
い
な
ど
、
安
全
な
空
間

に
す
る
対
策
が
必
要
で
す
。
自

宅
が
損
傷
せ
ず
、
付
近
で
火
災

や
崖
崩
れ
な
ど
が
な
け
れ
ば
無

理
に
避
難
所
へ
行
か
ず
、
自
宅

避
難
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
震
災
発
生
直
後
は
道
路
の
寸

断
や
断
水
、
停
電
ほ
か
で
救
援

活
動
や
物
資
提
供
が
遅
れ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
備
蓄
と
し
て

お
お
む
ね
七
日
分
程
度
を
備
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

避
難
す
る
場
合
に
は
、
そ
の

う
ち
約
三
日
分
を
非
常
用
と
し

て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
食
品

は
日
頃
か
ら
少
し
多
め
に
蓄

え
、
毎
日
の
食
事
に
取
り
入
れ

な
が
ら
備
え
る
と
賞
味
期
限
切

れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た
か

ら
非
常
食
を
食
べ
な
い
と
い
け

な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
冷
凍
庫
や
冷
蔵
庫
の
中

身
か
ら
食
べ
て
い
っ
た
後
、
消

費
期
限
が
長
い
乾
麺
や
缶
詰
な

ど
の
非
常
食
を
食
べ
る
こ
と
で

長
く
持
た
せ
ら
れ
ま
す
。

　
家
族
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
た

場
合
に
落
ち
合
う
場
所
、
連
絡

の
手
段
に
つ
い
て
も
あ
ら
か
じ

め
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
例

え
ば
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
災
害
用
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」
を
利
用

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
体
験

利
用
日
が
毎
月
（
一
日
・
十
五

日
）
や
防
災
週
間
ほ
か
に
設
け

ら
れ
て
お
り
、
事
前
の
登
録
も

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
必
要
以
上
に
地
震
を
恐
れ
る

こ
と
な
く
〝
い
ざ
と
い
う
と

き
〟
に
備
え
た
対
策
を
講
じ
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の

機
会
に
家
庭
で
「
防
災
会
議
」

を
開
き
、
家
族
み
ん
な
で
話
し

合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
飲
酒
運
転
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
出
発
式
」
が
四
日
に
守
山

区
役
所
＝
小
幡
一
＝
で
催
さ

れ
、
区
食
品
衛
生
協
会
（
太
田

充
則
会
長
）
会
員
を
は
じ
め
柴

田
久
司
区
長
、
大
矢
和
隆
守
山

署
長
ら
十
九
人
が
参
加
し
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
本

年
度
区
政
運
営
方
針
の

一
つ
〝
飲
酒
運
転
撲
滅

事
業
〟
で
、
約
二
百
の

飲
食
店
で
つ
く
る
同
協

会
が
協
力
。
酒
類
を
提

供
す
る
店
に
啓
発
品
を

掲
示
し
、
広
く
呼
び
掛

け
よ
う
と
い
う
も
の
。

　
出
発
式
は
会
議
室
で

開
か
れ
、
太
田
会
長
が

「
愛
知
県
は
交
通
死
亡

事
故
が
十
三
年
連
続
ワ

ー
ス
ト
。
わ
れ
わ
れ
も

（
酒
類
の
提
供
な
ど
に
）
気
を

付
け
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
柴
田
区
長

か
ら
太
田
会
長
に
啓
発
の
ぼ
り

も
手
渡
さ
れ
た
。

　
区
は
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
・
モ
リ
ス
ち
ゃ
ん
が

「
飲
酒
運
転
事
故
は
無
責
任
な

一
杯
か
ら
�
」
と
訴
え
る
デ
ザ

イ
ン
の
卓
上
用
ミ
ニ
の
ぼ
り
約

二
百
本
を
作
成
。
同
協
会
加
盟

店
の
レ
ジ
横
な
ど
へ
置
い
て
も

ら
う
こ
と
で
、
お
客
さ
ん
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
。

　
ま
た
参
加
者
ら
は
出
発
式
の

後
、
イ
オ
ン
守
山
店
＝
笹
ケ
根

三
＝
へ
移
動
。
吉
根
学
区
連
絡

協
議
会
の
会
員
も
加
わ
り
、
啓

発
用
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
る
と
い
っ
た
街
頭
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
っ
た
。

　
子
ど
も
向
け
料
理
教
室
「
な

ご
や
の
お
菓
子
作
り
」
が
八

日
、
守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会

＝
小
幡
南
一
＝
調
理
実
習
室
で

開
か
れ
、
参
加
者
が
鬼
ま
ん
じ

ゅ
う
作
り
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

　
名
古
屋
市
の
市
章
に
ち
な
ん

だ
「
ま
る
は
ち
の
日
（
八
月
八

日
）
」
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
食

育
を
目
的
に
守
山
児
童
館
が
主

催
。
事
前
申
し
込
み
を
し
た
小

学
一
―
六
年
生
の
男
女
十
六
人

が
集
ま
り
、
講
師
は
在
宅
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ふ
れ
ん
ど
」

メ
ン
バ
ー
五
人
が
務
め
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
四
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
下
ご
し
ら
え

さ
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
と
小
麦
粉

を
混
ぜ
、
ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ー
ト

が
敷
か
れ
た
蒸
し
器
の
中
へ
。

出
来
上
が
り
を
待
つ
間
、
白
玉

の
生
地
を
手
で
丸
め
て
ゆ
で
、

缶
詰
の
果
物
と
合
わ
せ
て
フ
ル

ー
ツ
ポ
ン
チ
も
作
っ
た
。

　
蒸
し
器
の
ふ
た
が
開
け
ら
れ

る
と
「
お
ー
」
「
や
っ
た
ー
」

な
ど
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。

待
ち
望
ん
で
い
た
様
子
で
試
食

し
、
「
鬼
ま
ん
じ
ゅ
う
で
混
ぜ

る
の
が
大
変
だ
っ
た
」
や
「
お

い
し
く
で
き
た
と
思
う
」
と
い

っ
た
感
想
を
話
し
て
い
た
。

　
出
発
進
行
―
。
翠
松
園
三
の

奥
田
博
昭
さ
ん
�
�
ら
が
製
作

く
だ
こ
う

し
た
蒸
気
機
関
車
・
下
工
弁
慶

号
の
模
型
が
六
日
、
瀬
古
小
学

校
＝
瀬
古
東
三
＝
で
開
か
れ
た

同
学
区
夏
祭
り
の
来
場
者
を
乗

せ
て
走
り
、
催
し
を
大
い
に
盛

り
上
げ
た
。

下
工
弁
慶
号
は
一
九
〇
七

（
明
治
四
十
）
年
に
製
造
さ

れ
、
三
四
（
昭
和
九
）
年
ま
で

石
炭
運
搬
な
ど
で
活
躍
。
線
路

幅
が
狭
い
軽
便
鉄
道
（
七
百
六

十
二
㍉
）
の
Ｓ
Ｌ
で
、
現
在
は

一
両
が
山
口
県
内
に
保
存
さ
れ

て
い
る
。

　
以
前
は
防
災
無
線
関
連
の
仕

事
に
携
わ
っ
て
い
た
と
い
う
奥

田
さ
ん
。
二
年
前
〝
子
ど
も
た

ち
が
喜
ん
で
く
れ
れ
ば
〟
と
、

実
物
の
二
分
の
一
の
大
き
さ
の

模
型
作
り
を
Ｓ
Ｌ
好
き
な
仲
間

四
人
と
一
緒
に
始
め
た
。

　
図
面
は
、
イ
ベ
ン
ト
で
三
重

県
に
や
っ
て
き
た
下
工
弁
慶
号

を
見
て
書
き
起
こ
し
た
も
の
。

鉄
を
削
っ
た
り
、
溶
接
し
な
が

ら
部
品
そ
れ
ぞ
れ
を
手
作
り
し

た
ほ
か
、
動
輪
は
建
設
現
場
用

ト
ロ
ッ
コ
の
車
輪
を
流
用
す
る

な
ど
工
夫
を
重
ね
、
一
年
ほ
ど

か
け
て
完
成
さ
せ
た
。

　
「
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ａ
弁
慶
号
」
と

名
付
け
ら
れ
た
機

関
車
は
全
長
約
一

・
八
㍍
、
全
高
約

一
・
五
㍍
。
船
な

ど
に
使
う
バ
ッ
テ

リ
ー
二
個
で
モ
ー

タ
ー
を
回
し
、
最

高
時
速
は
六
㌔
ぐ

ら
い
。
組
み
込
ん

だ
ス
モ
ー
ク
マ
シ

ン
で
煙
突
か
ら
煙

を
出
す
こ
と
も
で

き
、
昨
年
八
月
か

ら
市
内
外
の
催
し

で
走
ら
せ
て
い
る
。

　
「
木
製
の
部
分
は
木
で
、
金

属
の
部
分
は
金
属
で
、
き
ち
ん

と
再
現
し
た
の
が
こ
だ
わ
り
。

も
と
も
と
機
械
や
動
く
も
の
が

好
き
で
、
仲
間
が
い
た
か
ら
で

き
た
こ
と
」
と
奥
田
さ
ん
。

　
瀬
古
学
区
の
夏
祭
り
会
場
で

は
一
画
を
周
回
す
る
九
十
㍍
の

線
路
を
設
置
し
、
五
人
乗
り
の

客
車
を
二
両
連
結
。
順
番
待
ち

の
列
を
つ
く
っ
た
家
族
連
れ
ら

が
次
々
と
試
乗
し
て
、
笑
顔
や

手
を
振
る
姿
を
見
せ
て
い
た
。

　
身
近
で
楽
し
む
―
。
「
津
軽

三
味
線
　
姉
弟
弟
子
競
演
～
和

洋
折
衷
・
錦
秋
デ
ュ
オ
コ
ン
サ

ー
ト
～
」
が
十
月
十
九
日

（
水
）、守
山
文
化
小
劇
場
＝
小

幡
南
一
＝
で
催
さ
れ
る
。
午
後

一
時
半
開
演
、
同
一
時
開
場
。

　
市
内
十
三
の
文
化
小
劇
場
が

地
元
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
起
用

す
る
な
ど
、
地
域
密
着
型
を
目

指
し
た
「
ま
ち
の
音
楽
家
シ
リ

ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
一
つ
。

今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
絃
小
田

島
流
師
範
代
を
務
め
る
小
田
島

お

う

き

旺
來
さ
ん
＝
写
真
左
、
小
田
島

お
う
ら
く

旺
樂
さ
ん
が
出
演
。

　
曲
目
は
「
津
軽
よ
さ
れ
節
」

や
「
津
軽
小
原
節
」
「
津
軽
じ

ょ
ん
か
ら
節
」
ほ
か
。
共
に
全

国
大
会
で
数
々
の
賞
を
受
賞
し

て
き
た
二
人
に
よ
る
競
演
な

ど
、
多
く
の
公
演
で
好
評
を
博

し
て
い
る
音
色
を
披
露
す
る
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
千
円
、
全
自
由

席
。
未
就
学
児
は
入
場
不
可

（
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
満
一

歳
以
上
対
象
で
一
人
五
百
円
、

十
月
十
二
日
ま
で
に
申
し
込
み

要
）
。
と
も
に
問
い
合
わ
せ
は

守
山
文
化
小
劇
場
＝
☎
（
７
９

６
）
１
８
２
１
＝
へ
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
同
コ
ン
サ
ー
ト
の
招
待
券
を

本
紙
読
者
三
組
六
人
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
お
近

く
の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
明

記
し
て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０

７
、
松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ

ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
ま
ち

の
音
楽
家
」
プ
レ
ゼ
ン

ト
係
へ
。

　
締
め
切
り
は
三
十
一

日
（
水
）
必
着
。
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
。

招
待
券
の
発
送
を
も
っ

て
発
表
に
代
え
ま
す
。

〔１〕 ２０１６年（平成２８年）８月２７日（土曜日） 第２・第４土曜日発行 第６７８号

                     

                     

                     

                                                               

                                          


